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１．はじめに

本報告では、平成２８年度の高山保全・サービスセンタ

ー（以下、ＨＳＣと記述）の雪氷対策期間において、ＨＳ

Ｃ雪氷対策本部の作業オペレーション能力強化を目的に取

り組んだ改善策について報告する。この改善策を行なった

結果、雪による管内路線の通行止めは、「実施なし」とな

り、かつ、冬期の管内事故総件数は、「１０５件→５４

件」と激減し、死亡事故など重大事故も「発生なし」とな

った。 

写真 1 雪氷対策本部の様子 

２.平成２８年度のＨＳＣ雪氷対策作業における改善策 

１）ＨＳＣ雪氷本部の作業オペレーション強化 

ＨＳＣ雪氷本部のオペレーション能力強化に向け、「誰

でも（雪氷本部の）班長ができる」ことを目標に、以下の

３項目の改善策を実行した。 

① 雪氷勉強会の実施 

ＨＳＣ社員全員が「雪氷技術の向上と経験を積むこと」

を目的に、平成２８年度の雪氷期間前に、高山での雪氷に

始めて従事する社員を対象に雪氷勉強会を実施した。その

勉強会では以下の３点を（後述する雪氷の手引きや雪氷作

業要領を活用し）説明した。 

「ア：雪氷関係の基礎知識の習得（雪氷に関する用語の説

明）」 

「イ：高山の気象状況、雪氷作業の実施状況の把握（グラ

フや写真で雪氷状況を見える化し説明）」 

「ウ：高山の雪氷作業要領の内容説明」 

これにより、ＨＳＣ社員全員が高山の厳しい雪氷対策

作業に関する基礎知識などを保持している状態で雪氷期間

をスタートさせることができた。 

② 雪氷の手引きの作成と周知 

今回の雪氷の手引きは、従来からのＨＳＣの雪氷作

業要領を補完し、「過去から蓄積されている高山保

全・サービスセンター及びグループ会社における雪氷

に関するノウハウの明文化」を目的としている。その

手引きの内容は３部に分かれており、以下のような構

成である。 

図 1 雪氷対策作業の手引き（平成28年度版） 

「ア：初心者向き内容＝雪氷作業の基礎知識（用語集）。

高山管内の気象状況。雪氷作業実施状況（グラフや写

真の資料）。」 

「イ：実務者向き内容＝雪氷本部の（雪氷当番の定型業務、

凍結防止剤散布時、除雪作業時や通行止め時等緊急時
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などの）実施業務のチェックリスト。管内全雪氷基地

への雪氷作業車両の配置パターンと作業ローテーショ

ン（他ＨＳＣからの応援車両の配置案や雪氷巡回の巡

回パターンも含む）初冬期や厳冬期など季節ごとの事

故事象（事故原因分析や事故防止対策も含む）。管内

の雪氷作業における注意箇所の位置図（冠雪、雪庇や

つららの発生個所、凍結しやすい区間などを記

載）。」 

「ウ：上級者専門家向き内容＝凍結防止剤（塩カルも含

む）の散布量の根拠。雪氷作業車両の諸元。」 

図 2 初心者向け 高山管内の気象状況（一例） 

図 3 実務者向け 過年度事故を教訓とした対応方針 

図 4 上級者向け 「凍結抑制と塩の役割」より 

③ 雪氷本部シュミレーション訓練の実施 

高山の長く厳しい冬季の状況に対応するため、雪氷

時期（季節）別により実戦的な訓練を３回実施した。 

「ア：初冬期＝１０月１７日実施。重大事故事例／雪氷

体制判断／（気象予測に伴う）散布車両の作業計画

（ローテーション）立案。」 

「イ：厳冬期＝１１月２２日実施。厳冬期の重大事故事

例／（気象予測に伴う）除雪車両の作業計画（ローテ

ーション）立案／通行止め実施の判断、解除に係る確

認事項や協議すべき内容。」 

「ウ：厳冬期第２回＝１月１７日実施。前日までの豪雪

を受け、当時の管内の事故発生状況から、より適切に

雪氷作業計画（ローテーション）を立案、実施するこ

とを班長に周知すべく急遽実施。」 

また、上記に加え、雪氷初期の１１月２２日には、災

害対策基本法に対応した（道路啓開に関する）実地訓練

も実施した。 

このうち、初冬期のシュミレーション訓練実施内容に

ついて説明する。 

初冬期において、事故防止のポイントとなる部分は、

凍結防止剤の散布作業をこまめに行うことである。気象

状況が急変した場合でも体制を構築し、作業計画（ロー

テーション計画）を立て、的確に運用（作業指示）する

というオペレーションを達成することを目的に訓練を実

施した。 



① 訓練「その１」 

・平成２７年１２月５日１６時に（重大事故が発生し

た当日の気象状況を基に）当日日中の作業状況や気象

状況を振り返り、１６時の気象予報から夜間の体制・

作業計画の立案を班長が作成する。 

・提示した資料＝当日日中の作業実施状況／１６時の

気象予報 

・作成した資料＝１６時の「体制判断書」／夜間の

「作業計画予定（作業ローテーション計画）」 

図 5 雪氷体制判断書 

図 6 除雪・散布作業の予定ダイヤグラム 

② 訓練「その２」 

・訓練日（平成２７年１２月５日）の２２時に気象予報

が悪化したという状況で雪氷体制の見直しや作業計画の

見直しを班長が作成する。 

・提示した資料＝２２時の気象予報／当日の２２時まで

の雪氷巡回記録 

・作成した資料＝見直しの「体制判断書」と「作業計画

予定」 

図 7 22時以降のダイヤグラム 

これについては、気象予報が悪化したため、郡上八幡

IC～白鳥IC間でも凍結防止剤の散布作業を追加し、作業

実施（指示）できることが一つのポイントである。 

その後、全員で作成した資料を見て、（重大）事故発

生防止のための的確な作業（変更）判断ができるかどう

か意見交換を行なった。 

３．平成２８年度の雪氷対策作業における改善策の実施

結果 

１）管内事故件数は、１０５件→５４件と激減した。 

注1：高山全管内の人身、物損等の総事故件数（HSC調

べ）で、冬期の事故件数（１１月～３月）を平成２８年

度と平成２５～２７年度の過去３か年分の平均件数を比

較した。 

２）「雪」による通行止め、平成２８年度は、「実施な

し」となった。 

例えば、白川郷基地の降雪状況において、平成２８年

１月１１日～１６日においては、累計降雪量が３８８cm

もあり、日降雪量も１０１cmとなった状況下でも通行止

めを回避できた。参考に、この降雪は過去５カ年との比

較である（白川郷基地・１月・H23-H27）。日最大降雪量

と最大積雪深は、歴代１番目、累計降雪量としては、歴

代２番目の記録である。 



図 8 白川郷 IC（基地）の降雪量 

４．おわりに 

 本報告では、平成２８年度の雪氷作業における改善策

の実施状況及びその成果について報告した。 

これらの改善策の実施状況を踏まえ、今後も雪氷作業

要領の改訂も実施し、ＨＳＣ内でグループ会社も含め、

訓練を実施し、更なるPDCAサイクルによる改善を継続し

ていく。 


